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	「同じ道を歩いていても、見ている世界は違う」
	●西予総合福祉会SDGs研修の対応（9/15）
	　昨年に続き、西予総合福祉
	会から研修の依頼がありまし
	た。SDGsを一人一人が自分
	事として取り組むために何が
	できるかを考えてもらうワー
	クショップを行いました。

	●宇和中学校キャリア教育の対応（9/16）
	　ジェンダー等のバイアスに
	とらわれずに職業について考
	えてもらう、という授業に講
	師として呼ばれました。話す
	内容を考える過程で、おのず
	と自分自身のキャリアを振り
	返る機会にもなりました。
	　私自身、「職業は何ですか？」と聞かれるといつも困ります。森のようちえんや自然体験プログラムの提供、生きもの調査、ワークショップの運営、教材や雑誌の編集など、一つ一つの仕事には名前があるものの、それらを全部ひっくるめてやっている自分を表す、しっくりくる職業名がないからです。生徒たちには、「名前のない職業」でも生きていくことはできるので、今ある職業の中から選ぶことだけにとらわれなくてもいい、と伝えました。そして、「自分は何が好きで何が嫌いなのか」「何に幸せを感じ、何に怒りを感じるのか」といった自分の感性を大事にしてほしいと話しました

	●四国西予ジオミュージアムで火起こし体験のイベントを開催（9/20）
	　西予市内でよくみられる石
	（チャート）を使って、火起
	こしをしてみよう、というイ
	ベントを四国西予ジオミュー
	ジアムで実施しました。
	　開催中の「海・里・山の
	フィールドラリー」の関連
	イベントという形で開催しま
	したが、市の財政難で今年度から休館日を増やすことになったミュージアムを盛り立てていこうという意図もありました。今後もいろんな人がミュージアムを訪れるきっかけをできる限り作っていきたいと思っています
	活動の中で出会った生きものたちを紹介します。

	シロマダラ
	白と黒のまだら模様のヘビ。
	夜行性のため、あまり目に
	する機会がなく、幻のヘビ
	と呼ばれることもあります。
	（9/14山の基地）

	タマゴタケ
	白い卵のような形をしている
	外被膜をやぶってニョキニョ
	キのびる美しいキノコです。
	（9/24桂川渓谷）
	●土門蘭さんの『ほんとうのことを書
	く練習』の中で紹介されていた、養老
	孟司さんへのインタビューがとてもよ
	かったので、紹介させてください！
	（養老孟司さんへのインタビュー要約）
	“「情報化」とは、五感を通して現実に触れ、そこから得たものを言葉や名前などの情報に変えて、人に伝えること。たとえば、自分の目で見たものを文章として表現することも、そのひとつ。だから、自然や一次産業との接点が失われることは、現実を自分の感覚で捉え、それを情報化する力が失われていくことでもある。いま私たちが多く行っているのは、「情報化」ではなく、すでに情報になったものを扱う「情報処理」なのだ。”
	この話を受けて、土門さんはこう続けます。

	「そして、情報処理を一番得意とするのは、AIです。そして、私たちにしかできないことは『情報化』。まだ情報になっていないものを情報にすること、まだ言葉になっていないものを言葉にすること、まだわからないことをわかるようにすることだ。わからないことは、人間にしか書けない。AIに奪われない領域があるとするなら、まさにここだろう。」
	この文章を読んで、森のようちえんでは、自然の中での体験を通して情報化することをやってるんだなあと思いました。また、わからないことを参加者のみなさんとあーだこーだとお話する時間も豊かな時間で、感謝です   （ち）
	＜発行＞


